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①ノイズ除去（全ての画像に共通作業）

良く使用するフィルター
①ローパス
ぼかし効果で細かいノイズを除去

②メディアン
中央値の輝度に均一化

③平坦化
背景の輝度ムラを均一化

※対象物の幅：0～100の間で調整



②粒界の強調：A. 局部イコライズ

イコライゼーションで
最適な分布を探す。

境界が明確になれば、そのまま2値化へ
境界がまだ曖昧な場合は次ページへ



コントラスト強調：バンドパス

ローサイズ（ぼかし効果）
ハイサイズ（コントラスト強調）
強さ、回数を調整する。



カウント時の工夫

凹凸部が繋がる場合は、カウント後に
自動分割を実行（凹サイズを調整）

粒子内の輝度ムラは穴埋めで対策



5～10が平均的だが、
数値を調整

②粒界の強調：B. バリアンス

境界が明確になれば、そのまま2値化へ
境界がまだ曖昧な場合は次ページへ



カウント後にマスクアイコンを選択

カウントしてマスク画像を作成する。



境界線の隙間を埋める。

切断か接続フィルター
の条件を調整



境界線の隙間を埋める。

細線化：中心線の抽出
ブルーニング：短い枝線を削除



細線化して繋がる場合は、線を太くする。

線を太くする



※コントラストや白黒反転は調整タグ。

コントラスト調整

白黒反転

調整後は適用アイコンを選択


